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市政だよリ
，一一人口の動き一一

3月 末 現 在 前月比

人口 56，189 -389 

男 27，099 -177 

女 29，090 -211 
世帯数 14，428 + 39 ゐ、

。

(

乙

乙

を

と

じ

て

く

だ

さ

い

)

0' 

五
月
五
日
は
『
こ
ど
も
の
日
』

市
立
病
院
で
は
『
乙
ど
も
の
日
』

を
淋
し
く
ベ
ッ
ド
で
迎
え
る
患
者

さ
ん
た
ち
に
、
は
じ
め
て
鯉
の
ぼ

り
を
あ
げ
、
み
な
さ
ん
か
ら
大
変

よ
ろ
乙
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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元
気
な
友
だ
ち
う
れ
し
そ
う

ぼ
く
は
ベ
ッ
ド
で
お
か
ゆ
さ
ん

お
薬
の
ん
で
注
射
が
い
た
い

あ
る
日
五
月
の
晴
れ
た
朝

赤
白
ニ
匹
の
鯉
の
ぼ
り

す
る
ず
る
の
ぼ
る
よ
大
空
に

は
じ
め
で
あ
が
っ
た
鯉
の
ぼ
り

ぼ
く
ら
に
あ
が
っ
た
鯉
の
ぼ
り

病
気
も
忘
れ
て
見
つ
め
て
た

痛
み
も
忘
れ
て
見
つ
め
て
た

早
く
直
っ
て
来
年
は

ぼ
く
の
こ
の
手
で
鯉
の
ぼ
り

お
う
ち
の
お
庭
に
あ
げ
た
い
な

早
く
こ
の
手
で
あ
げ
た
い
な

た鯉のlまり
ミ

らにもあがっiまく
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(2) 市政だより

拠
出
制
老
令
年
金
の

給

付

を

開

始

国
民
年
金
行
政
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
本
年
度
か
ら
拠
出
制

年
金
の
給
付
が
開
始
さ
れ
る
乙
と

に
な
り
ま
す
が
、
乙
れ
に
伴
い
市

民
の
年
金
へ
の
関
心
は
、
更
に
高

ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

乙
れ
を
機
会
に
適
用
の
積
極
的
な

促
進
と
保
険
料
納
付
率
の
向
上
に

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す。

(
保
険
年
金
課
)

/ 、

向上する老人福祉

福
祉
行
政

に
つ
い
て

生
活
保
護

の
適
正
を
は

か
る
た
め
に

は
、
訪
問
活

動
を
さ
ら
に

強
化
し
、
自

立
助
長
を
図

り
、
又
低
所

得
者
に
対
し

て
は
、
世
帯

更
生
資
金
、

福
祉
資
金
等

の
活
用
、
あ

る
い
は
、
生

活
指
導
を
民

生
委
員
各
位

の
ご
協
力
を
得
て
、
尚
一
層
の
努

力
を
い
た
し
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本
年

四
月
か
ら
福
重
地
区
に
私
立
保
育

所
一
カ
所
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
又
西
大
村
地
区
に

お
い
て
も
、
私
立
植
松
保
育
園
の

増
築
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
市
中
心
部
に
保
育
所
一

カ
所
を
新
設
す
る
よ
う
計
画
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

又
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
重

度
心
身
障
害
児
に
対
し
て
見
舞
金

を
支
給
す
る
ほ
か
、
本
年
度
か
ら

児
童
手
当
制
度
を
設
け
、
児
童
福

児童手当制度の新設と

総合福祉センターの建設

祉
の
向
上
を
は
か
り
た
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

母
子
福
祉
に
つ
い
て
は
、
更
に

母
子
家
庭
に
対
す
る
一
般
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
母

子
お
よ
び
寡
婦
福
祉
資
金
の
活
用

に
よ
り
自
立
助
長
を
は
か
る
こ
と

に
努
力
い
た
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
お
よ
び
精
神
薄
弱

者
の
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

か
ら
心
身
障
害
者
相
談
員
を
設
置

し
、
諸
種
の
相
談
に
応
じ
る
体
制

を
確
立
し
、
援
護
施
設
へ
の
収
容

補
装
具
等
の
交
付
、
お
よ
び
修
理

あ
る
い
は
重
度
障
害
者
に
対
す
る

日
常
生
活
用
具
の
給
付
等
の
諸
施

策
を
行
な
い
ま
す
。
更
に
身
体
障

害
者
家
庭
奉
仕
員
一
名
を
設
置
し

て
重
度
身
体
障
害
者
の
家
庭
に
派

遣
し
、
日
常
生
活
の
お
世
話
を
行

な
わ
せ
る
乙
と
に
し
て
お
り
ま

す。
老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
老
人

家
庭
奉
仕
員
一
名
を
増
員
し
、
又

敬
老
金
の
支
給
対
象
者
の
年
令
を

引
き
下
げ
、
支
給
額
も
増
額
い
た

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
向

清
和
園
に
つ
い
て
は
、
今
後
充
分

検
討
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

更
に
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
年
度
に

お
い
て
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

建
設
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

(
福
祉
事
務
所
)

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と

明

る

社
会
行
政
に
つ
い
て

特
に
激
増
す
る
交
通
事
故
に
対

応
す
る
た
め
、
交
通
安
全
対
策
協

議
会
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通
指

導
員
、
交
通
安
全
母
の
会
、
並
び

に
警
察
と
密
接
な
る
連
け
い
を
保

ち
交
通
安
全
意
識
の
高
揖
に
つ
と

め
る
ほ
か
、
交
通
災
害
保
障
に
つ

い
て
は
、
交
通
災
害
遺
児
の
救
済

に
つ
と
め
、
交
通
傷
害
保
険
の
加

入
の
促
進
に
努
力
し
、
交
通
安
全

し〉

街

づ

り

宣
言
都
市
と
し
て
の
使
命
を
果
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

又
、
防
犯
関
係
に
つ
い
て
は
、

青
少
年
の
非
行
多
様
化
時
代
に
対

応
し
、
青
少
年
問
題
協
議
会
、
防

犯
組
合、

警
察
等
関
係
機
関
と
協

力
し
、
青
少
年
の
非
行
防
止
、
暴

力
の
追
放
等
防
犯
に
つ
と
め
、

犯

罪
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
社
会
課
)
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
発
足

ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
け
が
の
治
@
保
険
料
第
一
種
百
円

療
は
「
自
弁
」
で
し
た
が
、
四
月
@
保
険
金
額

第

一
種
三
十
万
円

一
白
か
ら
補
償
制
度
が
左
記
の

と

@

受

付
期
間

三
月
一
日
か
ら

お

り

ス

タ

ー

ト

し

ま

す

。

六

月

三

十

日

ま

で

④

対

象

と

な

る

も

の

④

く

わ

し

い

こ

と

は

市

教

育

委

員

第
一

種

会

体

育

課

へ

各
競
技
団
体
や
ボ
l
イ
ス
カ
ウ

山

・

F

『
ピ
!
ポ
l
ピ
ー
ポ
!
」
:
J

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
社

会
体
育
、
小
、
中
、

高
校
生
の
学

γ
:
-救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
:
H
M

校
活
動
外
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動

な

ど

い

ま

ま

で

救
急
車
の
サ
イ
レ
ン

の
ほ
か
、
十
人
以
上
の
子
ど
も
会
は
消
防
自
動
車
と
同
じ
で
火
事
と

や
婦
人
、
青
年
団
体
な
ど
。
ま
ち
が
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
の

第

二

種

で

、

五

月

一

日

よ

り

電

子

サ

イ

レ

高
度
の
技
術
を
要
す
る
大
学
運
ン

『
ピ
l
ポ
l
ピ
l
ポ
l
』
に
変

動
部
や
競
技
団
体
。

わ

り

ま

す

。

犬
は
必
ず
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

四
月
九
日
の
乙
と
、
干
葉
県
に

快
な
思
い
を
し
な
く
て
も
す
む
よ

お
い
て
犬
が
小
学
生
を
殴
殺
す
る
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

と
い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

。
犬
の

正
し
い
飼
い
方

乙
れ
は
心
な
い
飼
い
主
が
招
い
た

1
、
放
し
飼
い
の
禁
止

悲
劇
で
す
。
丈
夫
な
く
さ
り
か
網
飼
い
主
は
自
ら
占
有
す
る
所
以

を
か
け
つ
な
い
で
お
け
ば
、
乙
の
外
で
放
し
飼
い
は
し
な
い
こ
と

事
故
は
未
然
に
防
げ
た
わ

け

で

ま

た

人

畜
に
被
害
を
与
え
る
お

す

。

そ

れ

の

あ

る

犬
は
い

つ
も
つ
な

市
で
は
こ
の
様
な
唆
傷
、
咳
殺

い
で
お
く
乙
と
。

事
故
を
未
然
に
防
止
し
、
野
犬
の

2
、
犬
を
連
れ
出
す
時

増
殖
を
断
つ
た
め
に
犬
取
締
条
例

丈
夫
な
ク
サ
リ
か
綱
を
か
け
、

を

制

定

し

て

お

り

ま

す

。

人

を

咳
む
お
そ
れ
の
あ
る
犬
は

お
互
い
が
協
力
し
あ
っ
て
不
愉

口
輸
を
か
け
る
乙
と
。

おおむ市政だより(3) 

3
、

犬

を

す

て

る

と

き

学

校

等

の

小

、

中

学
部
も
含
む
)

所
定
の
不
用
犬
回
収
箱
に
捨
て
の
児
童
生
徒
で
、
不
幸
に
し
て
、

る
乙
と
。
山
や
野
原
に
捨
て
る
生
計
を
維
持
す
る
親
等
を
、
交
通

と
こ
れ
が
野
犬
と
な
っ
て
人
畜

事
故
で
な
く
さ
れ
た
方
に
対
し

農
作
物
に
被
害
を
与
え
ま
す
。
て
、
月
額
千
円
の
教
育
手
当
が
支

4
、
不
用
犬
回
収
自

給
さ
れ
ま
す
。

毎
月
十
四
日
で
、
回
収
箱
は
市

ま
だ
支
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は

役
所
、
並
び
に
鈴
田
、
西
大
村

至
急
、
保
護
者
が
、
申
請
を
し
て

萱
瀬
、
竹
松
、

松
原
の
各
出
張
く
だ
さ
い
。

所

に

あ

り

ま

す

。

支

給
の
条
件
は
つ
ぎ
の
と
お
り

交

通

災

害

遺

児

に

で

す

。

教

育

手

当

の

道
路
交
通
法
に
規
定
す
る
車
両

小
学
校
、
中
学
校
(
盲
、
ろ
う
(
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
ト
ロ
リ

〈4
4
〈〈〈〈〈〈
t
f
Z
2
2
2
F予
予
予
事
事
、
も
も
t

事
事
事
予
事
事
事
事
事
‘
P
E
E
Sも
も
も
4
4
、，、
4
2
、〈《，、
r

、

暴
力
団
の
出
所
祝
、
襲
名
ひ
ろ
絶
対
参
加
し
な
い
。

う
な
ど
全
国
各
地
で
暴
力
団
の
義
三
、

暴
力
団
の
催
し
へ
の
賛
同
、

理
が
け
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
に
反

寄

附

は
、
い
っ
さ
い
断
わ
る
。

富
聾
墜
豊
富
対
し
よ
う
と
各
都
市
四
、
暴
力
的
犯
罪
行
為
は
、
ど
ん

闇
醐
醐
臨
闘
で
「
暴
力
追
放
宣
言
」

な
小
さ
い
も
の
で
も
す
み
や
か

哩
匡
瞳
輔
が
な
さ
れ
て
い

ま

す

に

届
け
出
る
。

瞳
韻
語
守
一

が
、
こ
の
た
び
市
内
五
、
暴
力
追
放
の
た
め
、
組
合
は

関
=
一
一
一
置
者

圏
証
正
購
引
の
旅
館
、
料
亭
、

ヵ

警

察

と

連
絡
を
密
接
に
し
、
明

開
国
闘
ス

フェ

l
、
公
衆
浴
場

る
い
街
づ
く
り
に
努
力
す
る
。

曹
甑
踊
ー
ビ
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
者

市
民
の
み
な
さ
ん
、

暴
力
の
な

喝
ヨ
圃
一
が
集
ま
っ
て
暴
力
追

い

明
る
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
立

盟
臨
車
引

放
宣
言
を
決
議
し
、
ち
上
が
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
一
種
市
明
る
い
街
づ
く
り
に

O
暴
力
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た

圃
瞳
圏

F
F
立
ち
上
が
り
ま
し
た
と
き
は
、
一
一

O
番
へ。

圏
直
.
踊
醐

宣
言

O
小
さ
な
暴
力
を
見
す
ご
し
た
り

掴
掴
園
田
圃
て

暴
力
団
ま
た
は
泣
き
寝
入
り
は
暴
力
を
は
び
こ

E
E司
自

i

乙
れ
ら
と
関
係
あ
ら
せ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

る
者
に
は
い
つ
夫
、
い
場
所
を
貸
ど
協
力
お
ね
が
い
し
ま
す
。

さ

な

い

。

大

村

警

察

署

二、

暴
力
団
関
係
者
の
催
し
に
は

ー
パ

ス
、
自
転
車
等
)
に
よ
る

事
故
。

②
鉄
道
法
に
規
定
す
る
車
両
に
よ

る
事
故
ω

③
軌
道
法
の
適
用
を
受
け
る
車
両

に
よ
る
事
故
。

な
ど
に
よ
り
親
等
が
死
亡
さ
れ

た
児
童
生
徒
で
、
夫
村
市
に
引
き

続
き
一
年
以
上
居
住
し
、

旦
つ
市

内
の
小
学
校
、
中
学
校
(
盲
、
ろ

う
学
校
等
の
小
‘中
学
部
を
含
む
)

に
在
学
中
の
も
の
に
か
ぎ
り
ま
す

但
し、

父
ま
た
は
母
が
婚
姻
し

た
り
、
遺
児
が
養
子
縁
組
を
し
た

り
し
て
、

他
の
者
に
よ
り
生
計
維

持
が
で
き
る
様
に
な
っ
た
場
合
に

『
ポ
ス
ト
感
謝
祭
』

芳
三
十
八
回
逓
信
記
念
日
の
四

月
二
十
日
「
郵
便
ポ
ス
ト
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
、

県

下
で
た
だ
一
つ
選
ば
れ

た
大
村
郵
便
局
前
の
ポ

ス
ト
を
向
陽
高
校
の
生

徒
さ
ん
た
ち
が
き
れ
い

に
掃
き
清
め
ポ
ス
ト
の

前
に
祭
壇
を
設
け
神
式

に
よ
り
感
謝
祭
が
巌
粛

に
と
り
お
こ
な
わ
れ
ポ

ス
ト
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
@

み
な
さ
ん
の
大
切
な

郵
便
物
を
あ
ず
か
る
ポ

ス
ト
で
す
。
大
切
に
し

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、

市
社
会
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

所
得
状
況
届
は
早
め
に

福
祉
年
金
を
も
ら

っ
て
い
る
入

国
民
年
金
の
福
祉
年
金
(
老
令
、

障
害
、
母
子
)
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
は
毎
年
五
月
に
福
祉
年
金
所
得

状
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
五
月
二
十
日
ま
で
に
年

金
証
書
と
印
鑑
を
持

っ
て
保
険
年

金
課
、
ま
た
は
も
よ
り
の
出
張
所

で
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い

忘
れ
る
と
年
金
を
も
ら
う
の
が

お
そ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
創
業
百
年
記
念

て
く
だ
さ
い
と
郵
便
局
で
は
よ
び

か
け
て
い
ま
す
。

ポストを掃き清める向陽高校の生徒さん
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(4) りおおむ

引
揚
者
特
別
交
付
金
の

請
求
期
限
を
一
年
延
長

引
揚
者
に
対
す
る
特
別
交
付
金

の
請
求
期
限
は
、
当
初
昭
和
四
十

二
年
受
付
開
始
か
ら
昭
和
四
十
五

年
三
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
昨
年
三
月
末
日
に
一
年
の

請
求
期
限
延
長
を
ぢ
れ
本
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
改
め
ら
れ
、

今

回
さ
ら
に
昭
和
四
十
七
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
改
め
ら
れ
ま
し
た

必
要
資
料
の
収
集
な
ど
の
理
由

で
ま
だ
請
求
書
を
出
し
て
な
い
方

は、

ぜ
ひ
早
め
に
社
会
課
で
請
求

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市政だより

5月の日曜当番医

(2BlHliJilli?ilij 

水
道
料
の
納
入
通
知
書

が
変
わ
り
ま
す

四
月
分
よ
り
納
入
通
知
書
の
様
式

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お
ま
ち
が

い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

水
道
料
の
集
金
人
が

変
わ
り
ま
す

期

日

五

月

八
日
か
ら

集
金
地
区
及
び
集
金
人
氏
名

大
村
地
区
、
西
大
村
地
区
の
一
部

幸
町
七

一

武

田
千
鶴
子

西
大
村
地
区
の

一
部
、
竹
松
、
福

重
、
松
原

並
松
郷
六
二
六
の
七
辻
ハ
ヤ
ノ

防
火
管
理
者
講
習
会

市
消
防
本
部
で
は
、
消
防
関
係

法
令
に
も
と
づ
く
防
火
管
理
者
講

習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
五
月
七
日
・
八
日
(
二
日
間
)

2910 
2056 
4501 
8517 

3735 
2711 
3266 
8546 

場
所

市
消
防
本
部
講
堂

申
し
込
み
期
限
五
月
五
日
ま
で

く
わ
し
く
は
市
消
防
本
部
へ

電
話
(四

一
三
八
)

「
こ
ど
も
の
日
」
の

入
浴
料
サ
ー
ビ
ス

大
村
市
浴
場
組
合
で
は

「
こ
ど

も
の
日
」
の
た
め
に
、
つ
ぎ
の
と

お
り
、
入
浴
料
の
減
額
サ
ビ

l
ス

を
実
施
し
ま
す
。

期
日

五

月

五
日

該
当
者

義
務
教
育
終
了
前
の
児

童
生
徒
お
よ
び
幼
児

サ
ー
ビ
ス
料
金
中
学
生
十
円

小
学
生
十
円
乳
児
玉
円

行
政
相
談
委
員
に

山
口
秋
博
氏

大
村
地
区
の
行
政
相
談
委
員
と

し
て
行
政
管
理
庁
長
官
よ
り
山
口

秋
博
氏
(
大
村
市
竹
松
郷
三
七
二

の
二
電
話
八

O
五

一
)
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
行
政
相
談
委

員
は
園
、
県
、
市
の

仕
事
に

つ
い
て
、
ど

う
も
納
得
で
き
な
い

と
か
、
早
く
や

っ
て

も
ら
い
た
い
と
か
、

ど
う
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
と
い
う

よ
う
な

苦

情

や
要

望
、
質
問
な
ど
を
お

持
ち
の
方
々
の
相
談

相
手
と
な

っ
て
、
手

続
き
を
教
え
た
り
、

4412 
3329 
2345 
8545 

相
談
の
内
容
を
関
係
役
所
に
連
絡

し
解
決
を
促
進
す
る
よ
う
協
力
し

て
お
こ
な
う
と
い
っ
た
仕
事
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談

な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
四
十
六
年
度
第
一

回
原
爆
被
爆
者
定
期
健

康
診
断
及
び
検
認
実
施

l検診月 日!実施場 所 | 対 象 地 区 |受付時間

日月7日 |大村保健所 |小佐古・西三域・水主町・向陽町・箕島I l~ こ ii
14日 !向 上 |池田・諏訪・乾馬場(一部)・萱瀬 l同上
]5日 |松原公民 舘 |松原・福重 1 9---11 
17日 |市 役 所 |久原・玖島・後木場・岩舟・上小路・ 1 1~:::-:H 

1 IjJ 1X rJI 1徳泉川内 113-14 
18日 |西大村出 t守 |古町・乾馬場・抗出津・松並・桜烏場・

l二 二 |一一←ー |ヂ ・酉小路|竹松本町公 g 1 

21日 !大村保健所 |片町・東本町・西本町・武部・水田
i~日 | 鈴田出張所 |鈴田 ・三浦

向上

上
一上
一日

同
一同
一9

(
注
)
該
当
検
診
場
で
受
診
で
き
な

い
方
は
も
よ
り
の
検
診
場
で

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
0

0
検
認
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

手
帳
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

。
入
院
中
又
は
自
宅
療
養
者
等
が

検
診
場
で
受
診
で
き
な
い
方
の
手

帳
は
主
治
医
師
の
診
断
書
を
添
え

て
保
健
所
に
提
出
し
検
認
を，
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

。
住
所
変
更
、

転
出、

死
亡
者
の

手
帳
に
つ
い
て
は
本
人
又
は
家
族

よ
り
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

死
亡

者
の
手
帳
は
返
納
し
て
く
だ
さ
い

無
料
法
律
相
談

憲
法
週
間
行
事
と
し
て
、

左
記

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

日
時

間
和
四
十
六
年
五
月
十
日

十
時
か
ら
十
五
時
ま
で

大
村
裁
判
所

場
所昭

和
四
十
六
年
度

第
一
回
調
理
師
試
験

④
試
験
期
日

昭
和
四
十
六
年
七
月
六
日
(
火
)

@
試
験
地
長
崎
市

・
佐
世
保
市

-
下
県
郡
厳
原
町

@
試
験
科
目

衛
生
法
規

・
公
衆

衛
生
学
・
栄
養
学
・
食
品
学
・

食
品
衛
生
学

・
調
理
理
論

@
受
験
資
格

中
学
卒
業
以
上
で
七
月
五
日
ま

で
に
調
理
施
設
ま
た
は
食
品
営

業
に
お
い
て
二
年
以
上
の
調
理

の
業
務
に
従
事
し
た
者

④
願
書
の
提
出
期
限
及
び
場
所

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
十
六
日

か
ら
五
月
二
十
二
日
ま
で
に
大

村
保
健
所

へ

大
村
部
隊
で
花
苗
を
育
成

大
村
部
隊
で
は
、
市
内
を
花
い

っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と
、
こ
の
ほ
ど

花
苗
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
作
り

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
配
布
す
る
た

め
、
マ

リ
l
ゴ
ー
ル

ド
と
サ
ル
ビ

ヤ
の
苗
を
育
て
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
団
体
等
は
、
早
め

に
市
教
育
委
員
会
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
花
苗
は
五
月

下
旬
に
配
付
す
る
予
定
で
す
。

植
松
線
及
び
久
原
団
地

線
の
運
行
開
始

県
営
パ
ス
で
は
、
四
月
十
九
日

か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
植
松
線
及
び

久
原
団
地
線
を
路
線
延
長
し
て
運

行
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

発
車
時
刻

1 J;&oJe 1

1

押量11交官l坂口着

8.38 1 9.06 11 11.58 1 12.26 

12.40 13.08 16吋M

16.50 17.18 17.20 i 17.48 

運
行
経
路

坂
口
H
上
池
田
H
H
植

松
H
桜
馬
場
H
古
町
H
大
村
営

業
所
H
本
町
四
丁
目

1
病
院
入

ロ
リ
北
門
前
H
久
原
団
地
入
口
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